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第 ⅠⅠ報 回折強度による定最分析の検肘
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1 枯 骨

工菜折に在造使用されているジニ トtZナフ タt)I/

(DNN)は 1.5-DNN と 1.8-DNN との混合物であ

る｡両者の分紫琵竜は比較的困難であるので,その淀

舟J/1柿にⅩ紙回折強度を利用してふようと考えて計数

解式ⅩE.紬;折築堤による回折改度の比較国を測定 し

た｡

2 乗 取 方 法

1.5-DIT(N と1.3-DNNをそれぞれア七tL/より7g

結晶させた｡ LゝP..･1.5-DNh'>2∝)oC,l･8-DNN

168-9cc.これらをめのう乳鉢で十分に粉砕し,郁々

の胡合で況和して更に斡冊混合した｡ここでは粗酪 土

鱒に測定:ましてないが,指態にて厨合わせる時,寧ろ

滑かさを･与える埋まのものとなった.これらを粥料と

した.使同した装置は理学曜機軸ガイガー7V･/タス

{･,船 恒 Cu,三･Jケルフィルターを入れ 33kV,

10mA,掃引 10/分,2010-300のTHTの阿折図形を描

かせた｡

沖 は異性体の混合物であるから吸収係数の変化は

ないものと考えてその効果を無祝し,蛾度の相対倍は

t='-クの芯さを以て荻わすこととした｡これは測昏条

件に余程泣忠せねは回折改政との比例関係は得られぬ

ものといわれているが,ここでは-1㌫蒔きを以て相対

強圧としてゆく｡

3 結 果 と 考 疾

和られた回折図形をFig.1に元i-｡20の 140を

煩にして,右方の 130附近のピークは 1.5-DNNの

軟度を改むためのもので.左方の 15.50附近のピーク

は 1.8-DITtliN の壊変を淀むためのものである｡弼薪

はスケールに合わせて改定の調節がしてあるが同じ㌍

掛 こついて計邦装置の倍散を変えただけの ものであ

るOそれらのピークを此んでまとめた結果を Fig.2

に示すっこ11.によれは,I.5-DNN の万は許弔中の合

有舟と回折強度の間に路 在々純関係が見 られ るが.

I.8-D.NIVでは済足しうる関係にない｡これらは同じ

卵 についての結果であるから松田はl.8-DNNの結

晶自他 こ在るものと思われる,それは 1.8-DNNが板

状の結晶を作り易く且破いためにガイガーフL/ックス
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Fig.
1Ⅹ-raydiffractioninterLS itydistributio n

ofthesample

用拭常客綜(Fig.
3)に圧拭する際
,
その故び方に1J一

向性が生ずることによるものと考えられる
｡
1
.
5-DNN

が20%入ったものから1.5-
DNNの合流の増加に伴

って1.8-
Dエ〈N回折強庇が路々荘謀的に拭少してゆ

くので加えられたLSlDNNが1.8-DNNの掃った

並び方を阻止しているものと考えられる｡
そこで,
純

粋な結晶を泣合したもの については,I.8-DNN
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lder: ---- -- - __ 有嶺が80

%以 1{ならば,その組胞 まこの方鵠:こ

よって定良しうる可能性のあることが分った｡1.5

-DNNについては,結晶が軟い針状であるため方向

性の問題に邪魔されることなく泣虫可韻であるO軌 F

ig.4は工場製品をそのま ま粉砕して回折軟度を

測定した一例である｡スケールに合わせて姫ってあるので F

igllとは直哉Z)比較は出来ないが,例えば,この Fi

g.4においては 163近くの>_I-クに比して240近

くのピークは輪 高々い｡Fig.1においては240

附近のピークはどの融合罪科:こおいても著しく低い｡

このことは工業用 DINTNはそ の結晶生長の具合が純粋

な化合物とは全く兵っていることに1,3増 すると

思われ エ菜用 Dm の分析に :王統物究なただ粉砕況合しただけで求めた上格の静読手敵え用 い

られ ない｡この瓜こついての検討

は後に行 う｡4 結 論

純粋なDNNの結晶を混合粉砕した欝料につ いてX線回折強

酸と組成の関係を求めた｡1.5-DNNについては仝組

成で蔽税関係にあるが,1.81DNNについては合

有璃約80%以下でないと厄税関係にはならず,又その直線

性も良好でない｡工業用 D.TI'N は純物質とそ

の回折強度の分布がかなり様相を異にしていて,結晶生F

<の具合が艶的質とは異るものであることが'溜められ,回折強度による定量分析持;Ii.e-DITt-N

の分析には特別の考慮を要することが分った｡兼実験は昭和

27年頃理学部地質学教室に_T<olercoの張児が

入った際須藤授男氏の御好意▲こよt)予陥先晩Jf行い,

その綾工学部に,Jrイガ-フレノクスが入ってから更 こ̀突放したもので奉

る｡鼠 こ同氏の'tir好意に拝謝致します｡Fig.4Ⅹ-raydiuractionintensity(1istrjbution
o

fく)nI-ndustrialDNNX-raysttIJyofdhitronaphtltalerLe.lI.Rese

archonqtlalttitatiyeanaly8紬 byd

iffrzICtionintensityKeiho

Mamba皮 Mos;lruSasakiPurecrystal一ine1.

5-DNNandI.8-DNNwerecrushedandmixedinva

riot】sratios,andthediffractedX-rayspect

rographswereTCCOrdedbyl:Geigercoun

terusingGeigerf)C.1.Thediuractionint

emsityof1.5-DNN inc･Teasedalmostlinearlyas

itscontentincreases,butthatof1.8-DNNdeviatedfrom linearity

VoI.21,No.1,1雪Ct) afterabout80wt.pe

rcent.Thedi打rat.lionintensilydistributio

nofanindustrialDNNdiHcrcdLrom thoseof

themi.TCtureSOfpurematerials,especiallyas

regardstheratiosofthecorrespondingpe

akheightsof1.S-nNN,probablybecauseofpr

eferredorientationofthepuremater

ial. (Univ.ofTokyo)(77)




